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令和４年度 大阪市立鶴見区民センター管理運営業務 事業報告書 
 

施 設 名 大阪市立鶴見区民センター 

所 在 地 大阪市鶴見区横堤5丁目3番15号 

指 定 管 理 者 名  
一般財団法人大阪市コミュニティ協会、 

NPO法人大阪鶴見ええまちネットワーク（共同体） 

（代表指定管理者） 一般財団法人大阪市コミュニティ協会 

代 表 者 理事長 大垣 純一 

事 務 所 所 在 地  大阪市中央区船場中央1丁目3番２－３０２ 

担 当 者 館長 鍋嶋 晋一朗 

連 絡 先 06－6912－3971 

 

 

１ 指定管理業務の実施状況 

①施設の管理運営の基本的な考え方 

一般財団法人大阪市コミュニティ協会、ＮＰＯ法人大阪鶴見ええまちネットワーク（以下、「共同体」と

いう。）は、大阪市立鶴見区民センターの目的である「コミュニティ活動の振興並びに地域における文化

の向上及び福祉の増進を図るとともに、市民の集会その他各種行事の場を提供することにより市民相互

の交流を促進し、もって連帯感あふれるまちづくりの推進に寄与すること」を達成するための事業であ

る「コミュニティづくりに関する普及啓発、情報の収集及び提供、市民の集会その他各種行事の場の提

供」のため、➀ 鶴見区に関わるすべての方々が交流を深められる「つながる場」② 気軽に文化にふ

れ、まちの魅力を再発見できる場  ③ 安全・安心で居心地の良い、誰にでも開かれた場を提供すると

いう視点に立って管理運営し、利用者サービスの向上、利用率の向上、利用料金収入の向上や地域コミ

ュニティの活性化を行います。 

 

 ②運営方針 

「こころの豊かさ・地域の絆が広がる場」として区役所と密接な連携のもと、次の方針・手法により管

理運営を行います。 

・誰もが気軽に立ち寄れる快適な環境づくりや、季節感ある空間の演出 

・地域課題解決の拠点づくり 

・鶴見区の魅力・地域の文化拠点 

・事業を通して、地域のリーダーとなる人材を発掘し、育成することで鶴見区まちづくりの新たな担い

手の創出 

・安全・安心で快適な施設環境の提供 

・公平・平等でコンプライアンス意識の高い効率的な管理運営 

・利用者ニーズを重視したサービスの改善 

 

 ③令和４年度 事業報告 

  令和４年度は以下のとおりの運営を行いました。 
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（１）職員体制 

職員の体制については（１）の①「職員の配置計画」（１）の②「職員ローテーション」を基本とし、 

職員の勤務労働条件についても法令を遵守し対応します。 

管理運営体制：統括責任者1名、副統括責任者1名、総括責任者補佐２名 

         管理スタッフ6名 合計10名 供用時間内は3名以上の体制を維持し、 

         管理運営を行いました。職員の配置及びローテーションについては 

         下記のとおりです。 

①職員の配置（報告） 

  

業務内容 人数 雇用形態 

総括責任者（業務責任者） 
・施設の管理運営にかかる総括業
務 

・業務計画の策定 
・連絡調整・渉外業務 
・所属員の指導・監督 

 
1 人 
 
 
 
 

 
正職員 
（常勤） 
 
 
 

副総括責任者 
・総括責任者の補佐業務 
・会館運営業務 
・施設総合管理業務 
・事業企画・運営 
・庶務業務 

 
１人 
 
 

 
正職員 
（常勤） 
 

総括責任者補佐Ａ 
・総括責任者の補佐業務 
・会館運営業務 
・施設総合管理業務 
・利用料金徴収、収納及び還付事
務 
・事業企画・運営 
・庶務業務 

 
1 人 
 
 
 

 
正職員 
（常勤） 
 
 

総括責任者補佐B 
・総括責任者の補佐業務 
・会館運営業務 
・施設総合管理業務 
・利用料金徴収、収納及び還付事
務 
・事業企画、運営 
・庶務業務 

 
１人 
 
 
 
 

 
正社員 
（常勤） 
 
 
 

管理スタッフA～Ⅰ 
・貸館運営業務 
・施設日常管理業務 
・利用料金徴収、収納及び還付事 
務 

・事業補助 

 
6 人 
 
 
 

 
契約職員等 
（非常勤） 
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②職員ローテーション（報告） 

職  員 雇用形態 月 火 水 木 金 土 日 

総括責任者 正職員  A B  A A B 

副総括責任者 正職員  B A Ｂ  Ａ Ａ 

総括責任者補佐Ａ 正職員 Ａ Ａ  Ａ Ｂ Ｂ  

総括責任者補佐Ｂ 正職員 A  A B B  Ａ 

管理スタッフ A 契約職員等  B  A  A B 

管理スタッフB 契約職員等 B  B B  B B 

管理スタッフ C 契約職員等 B  B  A B A 

管理スタッフ D 契約職員等 午前 午前  午前     午前 

管理スタッフ E 契約職員等 夜間 夜間   夜間  夜間 

管理スタッフ F 契約職員等   午前 午前 午前 午前  

午前配置人数 ３ ３ ３ ４ ３ 4 ４ 

午後配置人数 4 4 6 ５ ４ ６ ６ 

夜間配置人数 ３ ３ ３ ３ ３ ３ ４ 

※A＝9:15～17:45 B＝13:15～21:45 午前＝9:15～13:15 午後＝13:15～17:45 

夜間＝17:45～21:45 

 

※障がい者雇入れ計画 

 障がい者雇入れ計画書に基づき、本部事務局職員について、令和４年４月雇用予定で職員募集を 

行いました。 

 

（２）業務内容 

 １ 貸館運営業務 

ア 年間（事業）計画・報告策定 

前年度の事業報告書や利用者アンケート、利用者や利用団体から直接寄せられた要望、区の要望や予

定行事等にも配慮し、利用者ニーズを取り入れた計画を策定し、年度終了後に作成された年度計画に対

応した報告書を速やかに提出しました。 

 

 イ 施設利用申込の手続き、利用方法諸手続きの説明 

   利用案内パンフレット等を作成し、はじめて来館された方でも利用しやすい環境を整備しました。 

  具体的には、施設利用申込に関する諸制度の改定に沿って、令和４年度に策定した利用者の皆さまへ 

の利用案内を適宜改定し、利用案内パンフレットもその都度更新を行いました。 

施設利用全般に関する諸手続き、策定されたルールは、利用案内以外でも施設ホームページ及び直接 

お客様に分かりやすく説明した。 

 

  ウ 区役所附設会館等予約システムを活用した予約・予約取消等受付業務 

    窓口・FAX、Web 申込を活用し、幅広い周知をおこなうことで、予約受付方法の充実に努めてまし 

た。 
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   施設の予約・申込にあたっては、大阪市が提供する「大阪市区役所附設会館スケジュール管理シス 

テム」を使用し、公平かつ平等に予約・申込を受け付けました。施設予約抽選時には窓口にこられた 

方とWeb抽選の方と同時に抽選を行い、公平性を担保しました。 

また、令和3年7月よりWeb申込とゆうちょ口座への利用料金振込及び令和4年1月からはコンビニ決 

   済がスタートしました。 

ホームページ、館内ポスター等幅広い周知を行うことで、予約方法の充実とお支払方法の充実を行 

いました。 

 

  エ 使用許可の認定・使用許可証書交付業務 

    すべての利用者・利用団体に公平かつ平等に対応し、「大阪市立鶴見区民センター使用許可及び使用 

期間等にかかる取扱要綱」「鶴見区役所附設会館使用料減免規程」等に基づいて、適正に使用許可を 

おこないました。 

施設の使用許可・使用期間・減免の認定は、「大阪市立鶴見区民センター使用許可及び使用期間 

等にかかる取扱要綱」及び「大阪市区役所附設会館使用料の減免に関する要綱」並びに「鶴見区役所 

附設会館使用料減免規程」に基づき適正に行いました。 

 

   オ 利用料金の収受・還付・減免業務 

     大阪市の「会計規則」や「区役所附設会館条例」、「区役所附設会館使用料減免措置取扱要領」 

「区役所附設会館使用料減免規程」等に基づき、適切に処理をしています。疑義が生じた場合は、 

速やかに区役所と協議します。 

     大阪市の会計規則や会館条例や減免規定に基づき、利用料金の収受、還付、減免業務を行いまし

た。 

 

   カ 諸設備、機器、設備、備品等の管理、貸出、点検立会い、補修指示等業務 

      利用者がいつも快適に施設を利用できるよう、総括責任者の指示のもと、施設・設備等を良 

好に維持管理し、適切に貸出業務を実施しました。 

補修については、軽微なものはスタッフで補修することで管理経費の縮減に努め、必要に応 

じて点検の立会い、補修指示をおこないました。重大な不具合等は、即座に区役所へ報告して指示 

を仰ぎ、施設が常に最大限のパフォーマンスを発揮できるよう取り組みました。 

補修時期や期間については事前周知を徹底し、利用の妨げにならないように努めました。 

施設・設備等の機能を良好に維持する為、小規模修繕も含め、適切に維持管理を行いました。 

また、鶴見区民センターは鶴見図書館、有料自転車駐車場との複合施設であるため、他施設 

管理者と十分に連携の上、業務を遂行しました。 

また、補修については、区役所と協議の上、以下の箇所の修繕を実施しました。 

 

【令和４年度修繕箇所】 

 ・中央監視盤のNCバッテリー交換、２階小ホール誘導灯交換、1階、2階の多目的トイレ止水栓バルブ交換 

  シュレッダー交換、自動ドア修繕、大ホール移動壁収納扉修理、消火器器具交換、 

小ホール入口前照明交換、スプリンクラー設備改修工事、駐輪場入口外灯交換、調理実習室の 

そば切包丁研ぎ、地下鉄入口警備センサー設置工事 
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    キ 防火管理業務 

      防火管理者資格を有するスタッフを配置し、複合施設の消防計画の作成、計画に基づいた消 

防訓練および自主消防・避難訓練を実施し、施設の収容定員の管理等も適切におこなった。 

複合施設としての共用スペースに関しては、「複合施設の維持管理に関する協定書」を踏まえ、

各施設と協議・相談の上、対応しました。 

鶴見区民センターを含む鶴見複合施設の防火管理業務を適正に行いました。 

鶴見区民センター及び鶴見複合施設全体の消防計画の更新、法令に基づく消防設備点検、防 

火対象物点検を行いました。 

また、全スタッフ参加のオンラインでの消防訓練を実施し、避難誘導、通報連絡、初期消火 

等の方法を学びました。 

（令和４年度は、新型コロナウイルス感染防止のため、映像での消防訓練を実施） 

 

    ク 労働安全衛生推進業務 

      スタッフをはじめ委託事業者を含む業務にかかわる者全員の職場における安全と健康を確保 

するために、「労働基準法」「男女雇用機会均等法」「労働安全衛生法」等の関係法令を遵守し 

ました。 

 

    ケ 利用者の安全確保及び防災並びに緊急非常事態への対応業務 

      災害・事故等といった不測の事態に対し、適切かつ迅速な対処をするために緊急対応マニュ 

アルを作成し、利用者の安全確保を第一に行動します。 

また、鶴見区民センターは災害時ボランティアセンターに位置付けられているため、区役 

所等と日常的に連携し、必要な協力をおこないます。 

      大阪市コミュニティ協会が作成した危機管理マニュアルをスタッフに配布し、危機管理に 

対する意識の向上に努めています。 

 

    コ 複合施設としての管理・調整業務 

      各施設管理者と十分な連携の上、業務を遂行しました。維持管理上で起こりうるリスクへの 

対応や複合施設としての管理区分に関しては、「複合施設の維持管理に関する協定書」で定めた 

通り行いました。 

           

    サ その他 円滑な貸館運営に必要な業務 

       スタッフ一人ひとりが、より良いサービスの提供や利用者・区民・地域の皆さまとの連携・ 

協働に向けて、日々研鑽し、研修等を実施しました。 

また、新型コロナウイルス感染症対策として受付窓口や各フロアに消毒液を設置し、巡回 

時には利用者が触れることが多い箇所（各室のドアノブ、内線電話、エレベーター押しボタ

ン）等の拭き上げ消毒を実施した。 
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Ⅱ 施設管理業務 

    ・点検等業務 

     以下の内容のとおり実施しました。 

 

業務内容 点検回数 実施報告 

・室内空気環境測定（主幹部局 図書館） 2 ヶ月に１回 
5/20 、 7/22 、 9/9 、

11/22、1/27、3/8 

・残留塩素測定（主幹部局 図書館） 週 1 回以上 毎週スタッフが実施 

・飲料水水質検査（主幹部局 図書館） 
6 月以内に 1 回（年 2

回） 
8/31、2/28 

・排水槽の清掃（主管部局 自転車） 年 1 回 
センター、図書館は使

用しないため（なし） 

・舞台設備(舞台吊物装置等)点検 定期点検 年 1回 5/9、10 

・ピアノ保守点検業務 調律業務 年１回 9/26 

・スライディングウォール保守点検 年１回 11/7 

・電気および機械設備保安点検 

（主管部局都市整備局） 
年 1 回 10/17（全館停電） 

・電気工作物保安点検 

（主管部局都市整備局） 
月 1 回 

4/22 、 5/10 、 6/7 、

7/5 、 8/2 、 9/6 、

10/20 、 11/1 、

12/13、 1/17、2/7、

3/7 

・熱源機器・空調設備保安点検 

・パッケージエアコン設備保守点検  

6 か月以内に 1 回以上

（年２回以上） 

4/25 ～ 5/1 、 5/20 、

6/17、 7/20、8/17、

9/16、10/18、11/7～

11/11 、 12/15 、

1/20 、 2/6 ～ 2/21 、

2/24、 3/17、3/28～

3/29 

・消防設備点検 年 2 回 8/29、2/6 

・受水槽・高架水槽清掃 

（主管部局図書館） 
年 1 回 2/28 

・害虫等駆除 
6 月以内に 1回 

（年 2 回） 
9/12、2/27 

・昇降機点検 月 1 回 

4/12、 5/17、6/14、

7/12 、 8/9 、 9/13 、

10/11 、 11/15 、

12/13、1/10、2/14、

3/20 
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・警備保安業務 

  機械警備を原則として、開館中はスタッフによる複数回の巡回を行い、事件・事故を未然に防ぎます。 

また、区役所・警察署等と連携し、改善策や防止策を共有しました。 

供用時間外については、機械警備等で警備保安業務を適切に行いました。 

 

（３）職員研修報告 

職員の研修については、施設管理運営及びコミュニティづくりの課題・状況の共有化と解決 

・自動扉点検（主管部局図書館） 年 4 回 
6/16 、 9/15 、

12/15、3/16 

・シャッター設備点検（主管部局図書館） 年 1 回 不具合時のみ 

・可動席点検 年 1 回 7/6 

・中央監視盤点検保守（主管部局図書館） 年 1 回 7/11～13、2/24 

・音響・映像設備点検 定期点検 年 1回 11/7、8 

・照明設備・調光装置点検 保守管理 年 1回 8/1 

・簡易専用水道定期検査（主管部局図書館） 年 1 回 3/15 

・特定建造物等定期点検 

（主管部局都市整備局） 
年 1 回 2/6 

・清掃業務（ごみ処理を含む）   

 

日常清掃（場内・施設内・洗面施設・外

周） 
1 日 1回以上 毎日（休館日以外） 

 

定期清掃 

スタジオ、アトリエ、調理

実習室、 

プレイルーム、大・小ホー

ル、控室、ピアノ庫、集会

室、交流スペース、和室等

及びその施設と一体となっ

ている場所 

毎月 2 回以上 月に 2 回以上実施 

エントランスホール、喫茶コーナー、

市民情報コーナー、スタジオ、事務

室、アトリエ、調理実習室、プレイル

ーム、旧喫煙ルーム、シャワー室、ピ

アノ庫、大・小ホール、控室 

集会室等及びその施設と一体となって

いる場所のワックス散布、絨毯クリー

ニング、ガラス部分洗浄及びから拭き

など 

3 ケ月に１回以上 
5/24、9/13、12/23、

3/27 

・駐車、駐輪スペースの管理（目的外使用許可部分を

除く） 
通年 

利用が多い日は駐輪場を

整理 

・植栽等環境整備（選定・除草） 適切な時期に年 1 回以上 5/24、10/4、2/20 

・日常廃棄物収集・運搬 排出量に応じて適切に実施 毎日（休館日以外） 

・その他円滑かつ良好な施設管理に必要な業務 通年  
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に向けた職員のスキルアップを計るため、次のとおり研修会等を実施しました。 

   

 

研修テーマ 研修内容 対  象 実施時期 実施報告 

１ まちづくり研修  

ファシリテ

ーション研

修 

区内で活動する各種団体のコーディネートを

おこなう上で重要な能力の一つである、ファ

シリテーションを身につける研修を実施。ラ

ウンドテーブル等の会議でファシリテーショ

ンができる程度の技術習得をめざす。（内部

講師） 

全スタッフ 年 1 回以上 

新型コロナウ

イルス感染防

止のため中止 

区の状況等

の研修 

区内でおこなわれている市民活動等、まちづ

くりへの取組みや動向について知識を得るた

めの研修を実施。（内部講師） 

２ 接遇・マナー  

接遇研修 

（接客応対研

修） 

 

 

CS コミュニケーション力向上の基礎、基本

トレーニングを学び、サービス提供者とし

ての心構えを身につける研修を実施。市

民・利用者の満足度の向上をめざす。（外

部・内部講師） 

新規採用 

スタッフ 

新採時及び年

1 回 
10/21、11/28 

電話研修およ

び外部調査 

 

 

 

 

電話応対における CS コミュニケーション力

向上を図るべく、電話応対のノウハウを身

につける研修を実施。市民・利用者の満足

度の向上をめざす。（外部講師） 
新規採用 

スタッフ 
年 1 回 11/2、11/14 

外部講師による電話応対の調査を実施、接

客能力を見える化し、具体的な改善点を洗

い出したうえ研修内容に反映。（外部講師） 

３ 基礎研修  

施設・館内規

則研修 

施設の役割、内容、申込・利用方法、禁止

行為、トラブル対応、苦情処理などの研修

を実施。適正な管理運営業務が問題なく遂

行できるレベルをめざす。（内部講師） 

 

新規採用 

スタッフ 
新採時 

6/1、6/2、

6/5、6/6、

6/7、8/1、

8/3、8/4、

8/6 

区役所附設会

館等 

システム研修 

区役所附設会館等システムの操作方法に関

する研修を実施。予約手続きがスムースに

おこなえるレベルをめざす。（内部講師） 

 

新規採用 

スタッフ 
新採時 

6/1、6/2、

6/5、6/6、

6/7、8/1、

8/3、8/4、

8/6 

音響・照明研

修 

より幅広い利用者ニーズに応え、質の高い

サービスを提供するための研修を実施。基

本的な部分としては、各種機器が確実に操

作できるレベルを、応用的な部分として

は、利用者ニーズに合わせて各種機器を有

効活用しその効果を最大限発揮させられる

レベルをめざす。 

（内部講師） 

新規採用 

スタッフ 

新採時及び 

適宜 
6/12～6/16 

４ 防災・危機管理  



（様式４）事業報告書 

 

防災訓練 

（消防訓練含

む） 

施設管理者として、利用者・来館者を安全かつ確

実に避難誘導できる技術と知識を得るための研修

を実施。非常時の避難誘導が、スムースかつ確実

に実施できるレベルをめざす。 

（外部講師） 

全スタッフ 
年 2 回

以上 

新型コロナウイ

ルス感染防止の

ため、オンライ

ンでの消防訓練

を実施 

救急救命講習 

施設利用者をはじめ、けがや急病の方に対応する

ための研修を実施。的確な動作がおこなえるレベ

ルをめざす。（鶴見消防署） 

スタッフ 6 名 

新採時

および 

資格更

新時 

1/23、2/11、

3/4 

防火管理者講

習会 

消防設備や火気設備の点検・整備業務の研修を実

施。法令に則り各種業務が問題なく実施できるレ

ベルをめざす。（外部講師） 

担当スタッフ 

新採時

および

資格更

新時 

更新なし 

 

（４）指定期間における想定利用率・満足度 

  ➀下記利用率を目標とし、サービスの向上、広報力の強化等の実施を進めます。 

令和４年度 想定利用率 

   

施設名（室数） 
利用率 

利用件数／最大利用件数 

開館日数 ３５９日 

大ホール  
77.4% 

（ 834 ／ 1,077 ） 

小ホール 
73.8% 

（ 795 ／ 1,077 ） 

集会室 １ 
78.5% 

（ 846 ／ 1,077 ） 

集会室 ２ 
81.3% 

（ 876 ／ 1,077 ） 

集会室 ３ 
78.0% 

（ 841 ／ 1,077 ） 

集会室 ４ 
79.1% 

（ 852 ／ 1,077 ） 

和 室  
58.0% 

（ 625 ／ 1,077 ） 

スタジオ 
60.8% 

（ 655 ／ 1,077 ） 

調理実習室 
63.4% 

（ 683 ／ 1,077 ） 

アトリエ兼工作室 
75.7% 

（ 816 ／ 1,077 ） 

合計 
72.6% 

（ 7,823 ／ 10,770 ） 
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※ 施設の利用率は、年間利用見込み件数を年間利用可能件数（開館日×１日あたりの利用可能数（室

数×３））で除したものとし、（ ）内には年間利用見込み件数と年間利用可能件数を記入。 

  

令和４年度 利用率及び満足度の報告 

 
 

②利用者満足度 

   利用者満足度の把握については、できる限り多種多様に取り組み、既存の利用者と潜在的な利用者 

双方から、幅広いニーズを集約しました。 

把握した要望の反映については、公平・公正に選択し、実行するとともに職員で情報共有します。 

把握から反映までの経過と結果については、個人情報に配慮したうえで、可能な限り開示し、利用 

  者からいただいたご要望やご提案への対応を明確にしました。 

   そのために、利用申込時や利用時に利用者との窓口でのコミュニケーションや利用者アンケート 

（年 2 回）の実施やご意見箱の設置・活用を行いました。 

また、自主事業の参加者アンケートの実施、ＷＥＢサイトでのご意見箱の設置を行いました。 

   こうした取り組みにより、令和 4 年度の利用者満足度 90,5％をめざしましたが、第１回施設利 

用アンケート結果（全体の満足度）98%、第２回施設利用アンケート結果（全体の満足度）97%となり

令和４年度　施設利用率（控室を除く）

室名 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

大ホール 51.1 40.4 53.3 67.1 65.9 67.1 65.9 76.3 74.4 64.2 81.3 65.3 64.4

小ホール 28.9 28.4 42.2 47.8 45.5 46.6 35.6 55.4 44 42 57.6 51.3 43.8

集会室１ 95.6 81.7 92.2 93.5 86.7 90 92.2 90.8 91.7 79.8 93.8 92.5 90.0

集会室２ 87.8 75.3 82.2 80.6 80 85.6 85.6 87.4 79.8 79.8 90.1 78.5 82.7

集会室３ 78.9 64.5 78.9 78.5 80 72.2 83.3 78.9 81 76.2 81.5 84.9 78.2

集会室４ 83.3 62.4 80 76.3 68.9 81.1 80 83.3 79.8 73.8 81.3 80 77.5

和室 43.3 22.6 33.3 37.6 21.1 30 45.6 50 52.4 38.1 38.3 48.4 38.4

スタジオ 40 36.6 38.9 43 34.4 39.8 42.2 50 42.9 50 50.6 49.5 43.2

調理実習室 31.1 28 24.4 18.3 34.4 33.3 51.1 72.2 85.7 56 70.4 50.5 46.3

アトリエ 24.4 20.4 34.4 43 28.9 40 31.1 40 41.7 31 27.2 43 33.8

控室１ 47.8 28 45.6 40.9 35.6 36.7 43.3 43.7 45.2 54.8 44.4 54.8 43.4

控室２ 21.1 9.7 18.9 40.9 36.7 24.4 31.1 40.2 36.9 34.5 42 45.2 31.8

控室３ 12.2 17.2 21.1 30.1 23.3 25.6 20 44.4 36.9 36.9 22.2 33.3 26.9

控室４ 28.9 23.7 28.9 32.3 32.2 36.7 30 33.3 44 34.5 28.4 45.2 33.2

利用率（月） 48.2 38.5 48.2 52.1 48.1 50.7 52.6 60.4 59.7 53.7 57.8 58.7 52.4

控室を除く利用率 56.4 46.0 56.0 58.6 54.6 58.6 61.3 68.4 67.3 59.1 67.2 64.4 59.8

令和４年度　施設利用人数（控室を除く）

室名 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

大ホール 3,941 1,996 4,452 4,249 3,827 3,833 3,827 5,673 5,548 4,332 4,339 3,966 49,983

小ホール 1,219 1,139 1,687 2,160 1,889 1,955 2,118 2,520 1,576 1,029 2,070 2,290 21,652

集会室１ 901 725 950 923 752 970 959 911 855 701 731 806 10,184

集会室２ 735 584 670 745 653 726 858 744 614 569 588 601 8,087

集会室３ 503 369 468 464 503 435 493 461 446 377 445 449 5,413

集会室４ 467 375 372 430 355 435 439 427 428 385 444 409 4,966

和室 367 170 360 369 240 294 333 362 412 313 293 346 3,859

スタジオ 70 59 69 88 51 77 85 99 79 81 77 95 930

調理実習室 326 375 296 143 352 285 489 668 646 372 655 403 5,010

アトリエ 155 141 208 260 195 259 220 305 293 182 157 194 2,569

控室を除く人数 8,684 5,933 9,532 9,831 8,817 9,269 9,821 12,170 10,897 8,341 9,799 9,559 112,653

控室１ 222 133 198 171 168 173 226 192 192 202 199 235 2,311

控室２ 90 25 81 159 164 130 168 183 143 136 213 197 1,689

控室３ 55 54 59 80 63 82 72 114 103 104 75 91 952

控室４ 65 62 64 56 71 89 71 57 102 70 63 89 859

総合計 9,116 6,207 9,934 10,297 9,283 9,743 10,358 12,716 11,437 8,853 10,349 10,171 118,464
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ました。アンケート等でいただきましたご意見を反映し、利用者満足度の向上に努めます。 

 

【令和４年度お客様の声件数：１２件／内容はモニタリング時に報告済】 

・利用者満足度アンケートを実施（2回実施）、区民センター利用者へアンケート用紙記入 

 を依頼し実施しました。 

・令和４年１０月１５日から１１月１５日（１回目）回収枚数：１６３枚 

満足度：満足（満足・やや満足・普通）：98％ 不満（やや不満・不満）：2％ 

・令和５年２月１５日から３月１５日（２回目）回収枚数：１３５枚 

満足度：満足（満足・やや満足・普通）：97％ 不満（やや不満・不満）：3％ 

 

（５）収支計画 

   別紙１（業務代行料・利用料金）、別紙２（自主事業収支計画）により、収支計画を報告します。 

   なお、総収入額から総支出額を差し引いて、利益が総収入額の 5％を上回っている場合は、総収入額の 5％

を差し引いた額の１００分の５０を乗じた額を原則大阪市に納付します。ただし、区と協議により市民サー

ビス向上の原資としての活用も図りたいと考えています。 

 

（６）経費縮減 

・共同体は、クオリティの低下を招くことがないよう、次に掲げる縮減策に取り組み、PDCAサイク 

ルにそって定期的にチェックし、効果的・効率的に管理運営をおこないました。 

・施設管理にかかる経費縮減：適切なメンテナンスの実施、物品の一括購入、光熱水費の節減を徹底 

した。 

・施設運営にかかる経費縮減策：効率的な人員配置、地元スタッフの採用、本社の応援体制。 

   ・環境に配慮した経費縮減：省エネや５Rの PR、使用済みコピー紙の裏面活用等。 

  ・事業運営にかかる経費縮減策：協働による効率的・効果的で質の高い事業の実施、寄付等の 

活用、備品・情報の共有。 

   ・１階エントランスや各フロアや通路の小まめな電球交換や、確実な夜間点灯などを行い、安全性 

の向上を図り、明るい区民センターづくりを行うとともに、日中利用がないフロアについては消灯 

して節電に努めました。 

 

（７）地域のコミュニティ振興に寄与する事業 

大阪市区役所附設会館条例（以下「会館条例」という。）の趣旨を達成するため、コミュニテ 

ィづくりに関する普及啓発、情報の収集及び提供に取組みます。 

会館条例 

第３条 会館は、前条の目的を達成するため、次に掲げる事業を行う 

（１） コミュニティづくりに関する普及啓発 

（２） コミュニティづくりに関する情報の収集及び提供 

（３） 市民の集会その他各種行事の場の提供 

（４） その他市長が必要と認める事業 

 

（８）新型コロナウイルス等感染症対策 

 新型コロナウイルスやインフルエンザの感染症予防対策としては、業種別ガイドライン「公民館に 
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おける新型コロナウイルス感染拡大予防ガイドライン」等を遵守し、緊急時対応マニュアルに従い、 

情報収集につとめるとともに、スタッフは消毒やマスクを付け、事務所の机には飛沫防止用のパネル 

を設置、各フロアには消毒用アルコール設置、非接触型体温計の貸出等、感染対策に努めました。 

 

（９）個人情報の保護 

  施設を運営するにあたり、利用者の個人情報を守ることを第一義に考え、「個人情報の保護に関する 

法律」や「大阪市個人情報保護条例」の遵守はもとより、「大阪市情報セキュリティ管理規定」に基づ 

く「大阪市情報セキュリティ対策基準」並びに「情報セキュリティ実施手順」に基づき、個人情報を 

適切に管理しました。 

また、個人番号を含む個人情報（特定個人情報）を取り扱う場合は、「行政手続きにおける特定の個 

人を識別するための番号の利用等に関する法律」および「大阪市特定個人情報保護条例」に従い、適 

切にこれをおこないました。 

 

（１０）情報公開 

 情報公開に関しては、利用者の知る権利の保障や透明性の高い施設管理運営業務の遂行のため、 

「大阪市情報公開条例」を遵守するとともに、共同体の「情報公開に関する規則」に基づき実施し 

ます。 

 

（１１）平等利用の確保 

   すべての人々に対して平等に開かれ、利用できるようにするため、次のとおり実施します。 

  ・法令順守 

  ・人権と耐用性の尊重 

  ・公正な利用者対応の徹底 

  ・利用者の知りたいをサポート 

 

施設予約抽選時には窓口の方とWeb抽選の方と同時に抽選を行い、公平性を担保しています。 

施設利用全般に関する諸手続き、策定されたルールは、利用案内以外でも施設ホームページ及び窓 

口で直接利用者に分かりやすく説明しています。 

 

（１２）危機管理対策 

   鶴見区民センターの特徴を理解し安心して利用していただけるよう、安全・安心を最優先に危機管 

理を実施しています。 

台風や地震等の天災のほか、火災・漏電やパイプ破損による浸水等の不測の事態に備え、大阪市民の 

財産である施設を守ります。また発災時には、利用者の安全確保を最優します。 

   スタッフには、大阪市コミュニティ協会の危機管理マニュアルを配布し、危機管理に対する意識の向 

上に努めています。 

   また事故発生時には、鶴見区役所へ速やかに報告します。 

 

（１３）安全管理 

 利用者目線をふまえた安全の確保に留意し、日常点検による安全管理のほか、施設を万全な状 
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態で維持していくための専門業者による法定点検等をおこないました。業務の遂行上、施設の安全確 

保に留意するため、次の 3 つの方針に基づき、安全を確保しました。 

  1 施設利用者の安全を第一に優先し、常に利用者の目線に立った管理を実践します。 

2 「なぜ事故が起きるか」「どんな事故が起きるか」、目配り・気配りを心がけた業務を遂行し 

ます。 

3 「4S」（整理・整頓・清掃・清潔）を意識した管理をおこないます。 

 

専門業者による法定点検だけでなく、常にスタッフが目配り、気配りを行い、設備に異常があれば、 

業者及び区役所に速やかに報告を行った。 

  また、駐輪場内で自転車とバイクが混在し、駐輪しにくい状況が散見されたため、バイク専用スペ 

ースを設け、利用者の安全確保を図った。 

 

（１４）防災対策 

   利用者とスタッフの生命と安全を第 1 義に考え、次の 3 つの基本方針に基づき、災害の発 

生を未然に防止するとともに、災害が発生した場合、迅速かつ的確に対応します。 

  【基本方針】 

１ スタッフも含め、人命の保護を最優先します。 

２ 施設を保護し、業務の早期復旧を図ります。 

３ 余力がある場合には近隣住民や施設への協力に当たります。 （緊急対応マニュアル）また、 

事前にマニュアルを整備しておくことやマニュアルに基づいた訓練を実施し、災害対応に備 

えます。 

 

   消防訓練を実施し、避難誘導、通報連絡、初期消火の方法を学んだ。 

    （令和 3年度は新型コロナウイルス感染防止のためオンラインでの消防訓練を実施） 

 

（１５）防犯対策 

  ・「領域性」、「監視性」、「抵抗性」の 3 要素を総合的に高めることで、事件・事故のない安全安 

心な施設運営を行いました。 

   ・施設内の盗難等の防止及び火災等の発生の警戒・防止、財産の保全を図るとともに利用者 

の安全を守るため、防犯カメラの活用と館内巡視を行いました。 

 

（１６）サービス向上策 

  施設の利用者はもちろんのこと、コミュニティ活動の拠点として地域の皆さまに気軽に訪れ 

ていただけるように、あたたかく誠実味にあふれる、高い利便性と社会情勢から必要とされて 

いるサービスを次のとおり実施しました。 

・次の３点を取り組みました。 

１ ホスピタリティあふれる利用者対応 

２  気配りの行き届いたサービス内容 

３  居心地のよい空間の提供 

    ４  その他 
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・1階事務所受付カレンダーを月替わりで装飾（12月にはサンタクロース、雪だるまの設置）し来館 

者に季節を感じていただける工夫しました。 

・館内にクラシック音楽等を流し、来館者が区民センターでのひとときを楽しく過ごしていただく 

 よう、工夫しました。 

・1階共用ロビーに有料コピー機を設置し、資料のコピーなどに利用いただいた。（自主事業） 

・備品貸し出し：利用者からの貸出希望が多い備品（プロジェクター、ラジカセ、湯沸かしポット 

等）を指定管理者費用で用意し、有料で貸し出した（自主事業）。 

 

（１７）利用促進の取組 

  各部屋の利用率を分析し、状況に応じた対策を検討・実施します。 

また、まだ施設を訪れたことのない区民や施設の存在を知らない区民に対して、“施設を利用 

する最初の一歩”を踏み出していただくため、興味・関心をひくような事業・活動を行います。 

さらに、附属設備・備品およびサービスのパック等や利用料金割引を検討します。 

・従前は舞台技術業者を利用する必要があった、大ホールの照明をセット（パッケージ）すること 

で、施設スタッフでも出来るようになり、利用者から利用しやすくなったとお声を頂いている。 

 

（１８）地域との連携 

日常業務におけるヒアリングをおこない、地域と関わる機会が少ない方々の世代やライフスタイル 

等といった特徴および事業に対するニーズを分析した上で、とりわけ若年層や子育て層・新たに 

転入して来られた住民等が自ら関心を持って参加したくなる事業づくりに取り組みます。 

 

（１９）環境への取組 

コピーの裏紙利用やチラシ等をリサイクル環境パフォーマンス評価及び環境報告をひとつに、環境負 

荷の軽減に取り組みました。特に、事業ごみ処理については、「令和４年度廃棄物の減量推進及び 

適正処理に関する計画書」の記載事項に沿って、一般廃棄物、産業廃棄物ともに減量を推進し、適正 

に処理を行いました。 

 

指定管理者 所 在 地 

大阪市中央区船場中央 1丁目 3番 2-302 

 

団 体 名 称 

一般財団法人大阪市コミュニティ協会 

NPO 法人大阪鶴見ええまちネットワーク共同体 

 

代表者氏名  

一般財団法人大阪市コミュニティ協会 

理事長 大垣 純一 

 

(構 成 員) 

NPO 法人大阪鶴見ええまちネットワーク 

理事 久木 勝三 
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※連合体の場合は、構成員も列記すること。 

 

 



計画 実績 差額

46,664,000 50,231,700 -3,567,700

20,444,000 20,445,140 -1,140

57,200 -57,200

5,853,000 8,488,890 -2,635,890

72,961,000 79,222,930 -6,261,930

計画 実績 差額

25,899,152 25,899,152 0

2,095,859 1,718,977 376,882

17,334,536 18,476,087 -1,141,551

17,179,800 21,347,382 -4,167,582

4,375,653 4,375,653 0

4,904,000 5,044,906 -140,906

71,789,000 76,862,157 -5,073,157

その他収入 選挙時間外利用料収入

人件費

事務費

施設管理費

新型コロナウイルスよる

制限緩和による収入の増

加

２．支出の部

増減理由

自主事業収入

項目

合計

新型コロナウイルス制限

緩和により事業数が増え

たため

光熱水費

一般管理費

自助努力による縮減

清掃業者との契約金増額のため

エネルギーコスト高騰に

よる電気代及びガス代の

高騰

差引残高 2,360,773

３．差額残高

自主事業支出

合計

支出 76,862,157

収入 79,222,930

令和4年度　収支状況報告

業務代行料

利用料収入

１．収入の部

エネルギーコスト高騰による

補填にかかる業務代行料の増

額+3,567,700円

単位：（円）

項目 増減理由


